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化学修飾によるグラフェンへの機能付与が注目されており、我々

はその中で発光性の付与について研究を行っているが、グラフェン

は消光作用を持つため[1]、発光させるのは容易ではない。これまで

に、我々はグラフェン表面への Eu 錯体吸着による発光性の付与に

成功しているが[2]、今回は Tb 錯体吸着での発光性の評価を行った。 

今回用いた Tb 錯体 (図 1) は、配位子内の励起エネルギーを Tb

イオンへ移動させることにより、禁制遷移である Tb の ff 遷移発光

を実現している[3]。錯体吸着に用いるグラフェンは、化学気相成長法 (CVD法) によって Cu上に

成長した単層グラフェンを、PMMA 支持法を用いて、親水処理を施した無蛍光石英基板に転写し

たものである。これを Tb錯体のクロロホルム溶液 (濃度 1 mM) に 5分間浸漬し、ラマンスペク

トル、発光・励起スペクトルを測定した。 

作製した Tb錯体吸着グラフェンは、UV 光下で図 2のように発光した。ラマンスペクトルの 2D

ピークを、錯体吸着前後で比較した結果、図 3 のように吸着後のピークが高エネルギー側へシフ

トした。これは、グラフェン表面上での Tb錯体吸着の影響であると考えられる。図 4に示す発光

スペクトルには、480~680 nmにかけて Tb 由来の複数の発光ピークがあり、図 5に示す励起スペ

クトルには、配位子由来の励起ピークが 290 nm付近で見られた。

このことから、グラフェン表面上の Tb錯体の配位子内電子が励起

され、そのエネルギーがグラフェン上で錯体中心の Tb イオンに移

動、発光したと考えられる。以上の結果から、Eu 錯体と同様に、

Tb 錯体吸着によるグラフェンへの発光性の付与と可視化に成功

したと言える。 
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図 1 Tb錯体 (TbLC18) 

    

図 2 グラフェンの発光の様子 

 

図 3 吸着前後の 2D ピーク 図 4 発光スペクトル(Ex=290 nm)  図 5 励起スペクトル(Mon=545 nm) 
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